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Ⅰ．法人実態 

 

1. 職員実態及び運営組織図（R6.3.31 現在） 

 

①職員実態 

 

 

②運営組織図 
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Ⅱ．理念・基本姿勢 

 

理 念 

 おもいやりのこころを大切にし、サービスの提供を行います。 

 

基本姿勢 

① 常に安心、安全を最優先し、ご利用者の信頼に応えます。 

② 地域福祉の拠点として、ニーズに応える法人となります。 

③ 佐用福祉会の発展を通じて、職員の幸せを築きます。 

 

 

  

  

  

お互いを知る

現在　⇒　5年後　⇒　10年後

｢その人らしい

生活｣を提供する。
それぞれの

居場所を作る

【佐用福祉会 10年後のビジョン】
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Ⅲ．令和 5 年度事業計画の実施状況について 

 

１．短期目標報告 

 

【法人本部】 

○虐待防止委員会の開催と、虐待防止等の為の従事者への研修実施。 

○身体拘束等の適正化の推進。 

○職員のストレスマネジメントとストレス要因の分析。 

前 期 ・6月、法人全職員を対象に、虐待防止に関するアンケート集計結果に基づいたグルー

プワークを実施。 

・7 月、虐待防止委員会の開催。 

・新規採用職員に虐待防止に対する研修を実施（5件）。 

・主任以上の役職者を対象に、メンタルヘルスセミナーを実施（オンデマンド）。 

・9 月、いちょう園で利用者への虐待事案発生。対応について協議、聴き取り、対応。 

後 期 ・『いちょう園』での虐待事案について 11 月『臨時虐待防止委員会』開催 

・1 月、法人職員へ研修。2月、保護者会にて事案の説明。 

・ハラスメント防止セミナー（副主任以上）、障害者虐待防止マネジャー研修会（主

任）、新任研修（新規入職者）、福祉職員のための虐待防止研修（管理職）等への参

加。 

・3 月、虐待防止セルフチェックアンケートの実施。 

 

○個々に合わせた日課、行事を検討する。 

○日課の参加について、本人が選択し個別に検討する。 

前 期 ・クラブ活動時や休日日課他にインターネット TV視聴。 

・作業を午前とし、月・火・木・金の午後 各所対応実施。 

後 期 ・午後から作業がない時のインターネット TVの視聴。居室や園周りで自由に過ごせ

る。 

・入浴順序の改善を行った。 

 

○公益事業計画を立てる。令和 5年度に開始できるように準備をする。 

前 期 ・ほっとかへんネットへの参画。 

・8/1 フードドライブ事業実施。 

・9/6 福祉避難所運営等災害研修に 2名参加。 

後 期 ・12/11 福祉総合相談研修実施 3名参加。 

・2/24 公開セミナー実施 4名参加。 

・地域貢献活動はなし。 
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○幹部職員研修(事務長、課長) 

○次期リーダー育成研修(主任、副主任) 

前 期 ・新人事評価制度完成、トライアル実施。 

・幹部職員会議月 2 回実施。 

後 期 ・10月 17日ハラスメント防止研修の実施（役職者対象） 

・人事労務管理力研修は実施できなかった。 

 

 

〇定款細則の制定 

前 期 ・9月管理職会議にて役員、管理職他の役割・権限の検討の実施。 

後 期 ・体制変更に伴う、権限役割の改定ができなかった。 

 

【障害者支援施設いちょう園】 

○個別支援の充実。ご利用者が発言しやすい雰囲気を作る。（わかりやすい選択肢の設定） 

○利用者のニーズの実現の為の取り組みを計画に組み込めるようにしていく。 

前 期 ・個別支援計画研究の委員を対象に、個別支援研修を実施した。従来の個別支援計画に

こだわらず、利用者の思いを実現するために参加者それぞれが思いを話し合い、考

えを共有する事が出来た。 

・職員室だけでなく、通所食堂を利用して会議を行った。 

後 期 ・職員への研修の実施は実行出来なかった。 

・会議はサービス管理係室にて行い、利用者へ飲み物を提供し、会議に興味を持って

もらえるように取り組んだ。 

 

○就労継続支援 B型事業にて、働きやすい環境の整備 

（利用者の体調管理 寒暖対策 等） 

（コロナ禍の中で、利用者の安全が確保しながらも、できる限りサービスを継続する） 

前 期 ・熱中症対策では、今までの空調服やネッククーラー以外に、新たに保冷剤を入れるベ

ストや電動式のクーラーボックスを取り入れた。（体調不良者なし） 

・朝陽ヶ丘荘と話し合いを行い、各事業所に感染症（コロナ・インフル）が入った場合

でも状況に合わせ、作業を継続する事ができる取り決めを行った。 

・改修工事の為、上月支所の作業が中止となり新たに利神体育館・中安体育館・久崎体

育館の清掃業務の委託を町から受ける。 

・役場作業の収入が増えた事により、利用者の工賃向上を行う事ができた。 

後 期 ・寒さ対策として、新しい電熱服などを購入し寒さ対策を行った。役場と交渉し、体

育館等場所によっては会議室などを開放してもらいストーブなどを使用し対策を行

った。 

・新規体育館掃除も他の場所でのノウハウ（視覚化）を使用し大きな混乱なく作業を

行う事ができた。 

・支援員 2名の役場方面業務の育成を行った。 
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○福祉避難所の町との調整を進める。 

○災害時の BCP作成。 

 ・福祉避難所について、佐用町主導で行っているが、現在はまだ出来ていない。佐用町

と共に連絡を取りながら行っていく。 

・BCPについては、業務継続ガイドラインや、自然災害ひな型を基に作成できた。 

 

 

○新規利用者の確保及び、通所利用者の安定利用。 

前 期 ・西播磨、誕生寺、NPOみまさかとの月に一度の電話連絡と、情報共有はできず。 

・6月に西はりま特別支援学級 3年生の結合実習を行い、1名内定。令和 6年度より利

用開始予定。（I氏） 

・利用者の利用向上には、長期欠席利用者へ担任中心に連絡を行い、バイキング等の行

事や精神科往診を伝え、登園に繋がった。他事業所との併用をされている利用者も

ある。また、こちらの支援の不手際もあり、当園が週 1 回から隔週 1 回への減少と

なった方もあった。信頼回復に努める必要がある。 

後 期 ・特別支援学校、事業所への訪問は行えず。 

・欠席時の対応では、園行事や医師往診などのスケジュールを伝え、登園につなげ

た。 

 

 

○日中一時支援及び短期入所について、地域の感染拡大期（コロナ禍）における受け入れ体制の確立。 

前 期 ・毎週の感染症対策委員会にて、コロナの状況を踏まえて受け入れについて検討した。

また、相談支援事業所等からの施設見学希望者についてもその都度対応し、受け入

れの可否を検討した。5/8のコロナ緩和以降、受け入れも緩和し、利用を待たれてい

た方々に連絡を行い、日中一時支援、短期入所共に利用が増加した。 

後 期 ・相談支援事業所等からの施設見学希望者についてその都度対応し、受け入れの可否

を検討した。家庭の都合で日中一時支援、長期の短期入所の希望に対しても柔軟に

対応した。 

 

 

【グループホームたんぽぽ】 

○ウィズコロナ、アフターコロナを見据えて活動を行う。  

前 期 ・5月 8日以降は、再開される地域行事に参加している（ふれあい喫茶等の飲食を伴う

ものも含む）。6月以降、Mさんのソフトボール再開。7月に大型買物として津山イオ

ンへ出かけた。 

後 期 ・龍山神社秋季例大祭への参加をした。 

・新年会を計画していたが、ホーム内コロナ罹患者発生の為中止となった。 
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○利用者の健康管理(肥満対策、それに伴う病気)に関して把握と共通した支援体制の確立。 

前 期 ・4月以降、オ勤（10：30～19：30の勤務）を組み込んだ。6月より、職員 1名が長期

休養となり、1名がオ勤を継続し、現場支援と世話人の信頼関係構築を図った。 

後 期 ・2 月 21日、たんぽぽ中町リビングにて、世話人研修会を開催した。（GHを含む知的

障害者福祉を取り巻く社会情勢を中心に説明した。） 

・利用者が購入する弁当等に対し、看護師、栄養士も話し合いに入り、炭水化物に偏

らないように、具体的に示してアドバイスを行った。 

 

 

【相談支援事業所すまいる】 

○地域ニーズに応える相談支援と、持続可能な事業のバランスを図りながら、事業展開していく。 

前 期 ・全ての業務を主任が引き継いだ。 

・児童のケースを中心に、保護者とスマホの LINEアカウントを交換し、LINEでのやり

取りをスタートした。(現在の登録者は 20 件) 

・必要に応じて、行政や他機関との情報交換が滞りなく行えた。 

後 期 ・児童のケースを中心に、保護者と LINEアカウントを交換し、LINEでのやり取りを開

始した。1年が経過。(現在の登録者は 23 件) 

・必要に応じて、行政や他機関との情報交換が滞りなく行えた。 

 

 

○新任相談員の育成と、専任相談員のスキルアップを図る。 

前 期 ・西播磨相談支援部会(4,6,8月)、佐用町相談支援連絡会(5,8月)、医療的ケア児等コ

ーディネーター連絡会、障害支援区分認定調査員研修、チームづくりに役立つ会議

運営スキルアップ研修、佐用町トライアングルプロジェクト会議、佐用町特別支援

教育コーディネーター合同研修会、ひきこもり支援担当者連絡会。 

・順次、主任から他の相談員へケースの引き継ぎを行っている。新規の利用者に対する

対応や、外部との連絡調整等に不安がある。 

後 期 ・西播磨相談支援部会(10,12,2 月)、佐用町相談支援連絡会(11,2 月)、佐用町当事者

交流会(11 月)、医療的ケア児等コーディネーター連絡会(1 月)、第 2 回特別支援教

育コーディネーター合同研修会(2 月)、佐用町トライアングルプロジェクト会議(1

月)、佐用町福祉計画策定委員会(12,1月) 

・順次、主任から他の相談員へケースの引き継ぎを行っている。新規の利用者に対する

対応や、外部との連絡調整等に不安がある。 
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【地域活動支援センターあさぎり】 

○個別支援計画の実施、モニタリングを行う。 

前 期 ・モニタリングを行った。その際目標に対し利用者がプレッシャーを感じることがあ

り、目標の言い回しなどをどう変えるか検討している。 

後 期 ・個別支援計画のモニタリング時にそれぞれ利用者とニーズの確認を行い、支援目標

を変更していった。 

 

○支援員の人材育成。実際に業務に入り引き継いでいく。 

前 期 ・草案を作りスタッフ会議で検討、細かなことを調整中。また、新任パートへ作業指導

以外の役割を振り分ける。新任パートもその業務へ時間を逆算しながら行っている。 

後 期 ・新年度体制に向かい、作業支援以外のやることリストを作り役割分担し手順等の指

導を行った。 
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Ⅳ．各事業所報告 

 

1．法人本部 

 

 以下の通り開催した。 

 

〇理事会 

  開催日 出席者 

243 回理事会 R5.6.5 理事長他理事 5 名、監事 2 名 

244 回理事会 R5.6.20 理事長他理事 6 名、監事 2 名 

245 回理事会 R5.9.1 書面決議にて 

246 回理事会 R5.12.7 理事長他理事 6 名、監事 2 名 

247 回理事会 R6.3.21 書面決議にて 

 

 

〇評議員会 

  開催日 出席者 

26 回評議員会 R5.6.20 評議員 7 名、理事長他理事 2 名、監事 2 名 

27 回評議員会 R5.9.8 書面決議にて 

28 回評議員会 R5.12.20 評議員 7 名、理事長他理事 2 名 

29 回評議員会 R6.3.29 書面決議にて 
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2．障害者支援施設いちょう園 

 

① 【生活介護】 

 令和 5 年度の状況として、4 月には西はりま特別支援学校より 3 名の新規利用者、6 月には 1 名の新

規利用者があり、定員である 70 名達成している。近年では、当園と他の事業所との併用をなさる方が

多く、利用率の増加に繋がっていないのが現状である。しかし利用者が毎日園に通い、生きがいが持て

るような支援を行い、保護者からも信頼される施設となるように取り組んでいきたい。個人に合わせた

日中活動を提供することにより、「その人らしい生活」を目指していただけるよう努めていく。 

 

 

 

 

② 【施設入所支援】 

50 人定員で現在は、47名の利用である。 

入院の利用者があり、月ごとの利用率に変動があった。 

コロナウイルスが 5類に変わった事で夏季休暇中に帰省される利用者が増えたので 8月には、利用率

が下がった。また、年末年始にも帰省利用者があったので利用率が下がっている。 

5 年度合計が下がっている要因として、帰省利用者、入院利用者が増えている為であることが考えら

れる。 

今後の課題として…50 名定員で 47 名と定員割れをしているので 50 名の定員になるように短期利用

者利用も踏まえ入所に至るように取り組んでいく必要を感じた。特に女性利用者が少ないのも要因とし

て考えられる。  

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 1,323 1,386 1,383 1,378 1,377 1,337 1,417 1,369 1,394 1,346 1,256 1,308 16,274

定員 1,540 1,540 1,540 1,610 1,610 1,540 1,656 1,584 1,656 1,656 1,440 1,656 19,028

利用率 85.91% 90.00% 89.81% 85.59% 85.53% 86.82% 85.57% 86.43% 84.18% 81.28% 87.22% 78.99% 85.53%

令和5年度　生活介護　利用率

4年度利用率　　82.1％定員　＝　1日の定員　×　日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 1,302 1,404 1,356 1,389 1,362 1,361 1,413 1,361 1,370 1,351 1,302 1,403 16,374

定員 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,400 1,550 18250

利用率 86.80% 90.58% 90.40% 89.61% 87.87% 90.73% 91.16% 90.73% 88.39% 87.16% 93.00% 90.52% 89.72%

令和5年度　施設入所支援　利用率

4年度利用率　92.0％定員　＝　1日の定員　×　日数
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③【短期入所】及び④【日中一時支援】 

 5/8 より、コロナ感染に対する規制が緩和になり、日中一時支援も短期入所も受け入れ可能とした。しかし、

3/13～3/25 の間は、施設でコロナ感染が蔓延し、受け入れを中止した。 

 日中一時支援も短期入所も様々な相談支援事業所より希望の問い合わせがあり、その都度、施設見学、面接

等を行い利用に繋げ、利用される方が増えた。 

 定期的な利用も増え、また家庭の都合又は入所に向けての長期利用もあり、利用日数も増加した。 

 

 

 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
日中一時支援

利用日数
1 3 7 9 18 15 14 12 17 11 11 8 126

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
短期入所
利用日数

56 53 38 40 46 72 64 66 66 86 86 39 712

※令和4年度　合計…15（日）

※令和4年度　合計…248（日）
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⑤【就労継続支援 B型】 

利用者人数…10名         

職   員…6名 

 

作業内容：『特別養護老人ホーム清掃作業』  （利用者：5名  職員：1名） 

     ・洗濯作業・居室の掃除・廊下掃除・トイレ掃除 

『役場等の清掃活動』       （利用者：3～5名  職員：1名） 

     ・利神 中安 久崎体育館（アリーナ掃除・トイレ掃除・外回り等）（月・木 PM） 

     ・上月体育館      （アリーナ清掃・観覧席清掃 等）（火 PM・金） 

     ・福祉センター     （トイレ掃除・床掃除 等）    （ 水 ） 

     ・佐用役場第 2庁舎   （トイレ掃除・廊下掃除・外回り）（火 AM・木 AM） 

 

反省点：主な作業内容としては役場等４か所（上月体育館・福祉センター・旧小学校体育館（久崎・中

安・利神）・佐用町役場第 2庁舎（保健センター））の清掃と特別養護老人ホームの洗濯作業と

清掃作業の２班に分かれて作業を行っている。 

 

特養の清掃活動では、コロナが施設に入り、従来なら作業参加が中止になる場面でも、特養と

の打ち合わせを行い、安全を確保し、作業を継続する事ができる方向で話し合いを進めた。実

際に『いちょう園』でコロナ発生時であっても、通所利用者のみで特養作業に参加する事があ

った。 

体育館等の清掃活動班は、ほとんどの場所でエアコン等の使用ができず、夏季は空調服やアイ

スノン等を使用し冬季は制服のジャンバーや電熱服等を提供し少しでも作業を行いやすい環

境を整えた。 

 

『ふれっしゅ』では清掃活動が中心で、それぞれの場所で利用者が活動をおこなっている事が

多い。一人ひとりの障害特性に合わせ、スケジュールカードで作業の流れを利用者にわかる様

に伝え、作業ごとに『作業手順書』を作成し、作業内容や順番が、自分で見て確認ができる『視

覚化』を取り入れている。そうする事で、比較的安定した作業を行う事ができている。 

 

作業における工賃の支給は、作業後に毎日『作業能力等評価表』にて評価を行い、本人の能力

や頑張りを配慮し工賃を支給した。 

本年度から役場での作業報酬の値上げができた為、作業工賃の値上げを行う事ができた。 

工賃調整金を含むと平均工賃 3.5万円以上の工賃を支給する事ができた 

 

今後の課題：掃除スキルの向上（本人にあった作業内容と作業環境の整備） 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 194 198 199 198 198 184 196 199 194 188 187 175 2,310

定員 220 230 220 230 230 220 230 220 230 230 230 230 2720

利用率 88.18% 86.09% 90.45% 86.09% 86.09% 83.64% 85.22% 90.45% 84.35% 81.74% 81.30% 76.09% 84.93%

令和5年度　就労継続支援B型　利用率

4年度利用率　71.4％定員　＝　1日の定員　×　日数
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3．グループホームたんぽぽ 

 

地域の中での生活を実感できるホームを目指して、支援を行った。 

 

6月に担当支援員の療休があり、担任職員体制を急遽変更しての約 1年となった。 

 5 月 8 日以降、ふれあい喫茶や龍山神社秋季例大祭といったイベントが徐々に復活し、地域での活動

が再開され、参加をすることが出来た。 

 夏休み、冬休みは各家庭の事情もあり帰省数は少なく、運動不足の解消も含めて、食事をいちょう園

でとれるように手配した。 

 

 地域の中で過ごすことは、自分らしく暮らせる時間を持てることでもあり、日常生活の困りごとにも

直面することでもある。「急に自転車がパンクした、どうしよう」「スマートフォンが壊れた、どうしよ

う」「家具が壊れた、どうしよう」といった日常での困りごとを、支援員が間に入り、各利用者さんに合

わせて自身の力で解決までの糸口が見えるようにサポートを行った。 

 

 たんぽぽ独自のイベントも企画した。7 月には男女利用者全員で津山イオンに出かけ、久しぶりの遠

出買物や、初めてのスターバックスコーヒーでの喫茶等を楽しんだ。8 月には田此地蔵尊の花火大会に

でかけ、スマートフォンで花火を撮影して喜ぶ利用者の姿もあった。1 月には新年会を居酒屋でやる予

定で計画していたが、コロナウイルス罹患者があり、中止となってしまった。 

 

 1 月に 1 名、3 月に 1 名のコロナウイルス罹患の利用者があり、居室隔離対応を行い、使い捨て食器

を使用し、トイレの場所を分け、消毒の強化を行った。各利用者の協力もあり、ホーム内での蔓延は無

く、終息することができた。 

 

 職員の勤務体制として、支援員の特殊時間勤務をつくり、担任職員がグループホームの業務に無理な

く当たれる時間の確保を行った。利用者と共に買物外出をする時間や、相談を聞く時間として活用でき、

利用者からも好評を頂いている。また、世話人と支援員間での連絡体制や協働体制の為にもなくてはな

らない時間となっている。 

  

 

 

 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 210 217 210 217 215 210 217 210 212 212 203 217 2,550

定員 240 248 240 248 248 240 248 240 248 248 232 248 2920

利用率 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 86.69% 87.50% 87.50% 87.50% 85.48% 85.48% 87.50% 87.50% 87.33%

4年度利用率　87.2％定員　＝　1日の定員　×　日数

令和5年度　共同生活援助　利用率
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4．相談支援事業所すまいる 

 

①【相談支援事業】 

 平成 24 年 3 月に社会福祉法人佐用福祉会が佐用町からの委託を受けて、障害者相談支援事業所「す

まいる」を立ち上げてから、少しずつ事業の浸透が進み、障害児者のケアマネジメントを展開しながら、

主に在宅で生活しておられる方からの相談を受けて、情報提供や福祉サービスの利用、関係機関への結

びつけ、調整を図る等、行ってきた。 

 障害者総合支援法において、平成 27 年 4 月以降は市町村が支給決定を行うに際し、サービス等利用

計画案等の提出を求めるものとなり、計画相談支援の完全施行（障害福祉サービスを利用する障害のあ

る人にサービス等利用計画の作成）になった。その結果、佐用町では充足した状況（令和 5 年 3 月現在、

障害者総合支援法分 100％、児童福祉法分 100％）であり、必要な方に計画相談支援を届ける事ができ

た。 

主な相談内容として、 

・在宅。身体障害(女性)。一人暮らしで、いとこを頼りに生活している。いとこへの負担を軽減する為、

日中に通える場所を探している。 

・在宅。身体障害(女性)。平日は町内の GH にて寝泊まり、週末に自宅へ戻る。ご家族の都合で休日に

面倒を見れない場合には、入所施設で短期入所の利用を開始した。 

・在宅。児童(男児)。母親と弟の 3 人暮らし。次年度に就学を予定。母親の仕事の都合等で、放課後に

放デイや日中一時支援の利用希望。事業との調整を図った。 

・施設入所。身体障害(男性)。在宅生活への希望が強いが、身体状況からして在宅生活は困難。サービ

ス担当者会議を複数回開催し、日中支援型 GH へ生活移行に向けて調整している。 

・在宅。一人暮らし(男性)。リハビリ施設へ通所していたが、ADL の低下等あり、ケアマネと連携して

介護保険に移行。施設入所し、障害福祉サービスは終結。 

等々、身体・知的・精神・発達・難病等の障害や発達特性を有される方から多種多様な相談があった。

一人ひとりの利用者様、またご家族様と向き合いながら、不安や悩みに寄り添える相談支援を大切に、

面談を丁寧に実施した。利用者個別の課題だけでなく、家庭全体を含んだ複合的な問題や家族の支援力

の弱さから、家族支援や複数の他機関との連携によって、手厚いサポートが必要になってきている。ま

た就園・就学前から療育を希望される児童が増加している事へ対応し、特別支援学校や地域の小・中学

校との連携を図っていく事が不可欠となっている。 

  

 相談ケースの増加に対応し、相談支援専門員を 3 名体制で対応している。今後も相談支援に関して一

定の研修と実践経験を積み重ねながら、相談支援専門員の養成を図っていく。また佐用町行政をはじめ

として、地域自立支援協議会や関係機関等、広域での連携をもとに地域の課題に取り組んでいきたい。

地域のニーズを把握する為の、データ整理を行い、地域ごとの特性や、必要なニーズの収集等、きめ細

やかに情報を把握し、ニーズに応じた相談支援体制を作り上げて行けるように取り組んでいく。また業

務の簡素化を進めながら、持続可能な相談支援体制を整えていく。 
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◎主な業務内容 

・本人や家族からの相談受付、関係機関との連絡調整、在宅者への訪問、電話相談 

・サービス等利用計画の作成とモニタリング 

・障害福祉制度、自立支援サービスの情報提供 

・福祉施設などの専門機関を紹介、見学、面談に同行 

・障害年金、各種手帳、日常生活用具申請等の助言 

・各種研修会、西播磨圏域各部会、佐用町相談支援連絡会、佐用町特別支援教育コーディネーター 

 研修会への出席、佐用町要対協ケース会議への出席 

・佐用町当事者交流会の開催 

・兵庫県相談支援従事者現任者研修受講（1 名） 

 

 

②【佐用町地域生活支援拠点等事業】 

平成 29 年 7 月から、佐用町の委託を受けて開始した地域生活支援拠点等事業では、新規で 2 名の登

録があった。障害者の高齢化・重度化を見据え、“親亡き後”も住み慣れた地域で安心して暮らし続けら

れるよう、緊急時にすぐに相談ができ、適切なサービスを受けられるように、地域の福祉関連機関と連

携して、利用者の生活を地域全体で支えるサービス（①相談、②体験の機会・場、③緊急時の受入れ・

対応、④専門性、⑤地域の体制づくり）提供の体制を整える事に努めた。個々の相談ケースにおいて、

今後もサービスの準備を進め、事業の周知や各施設へ協力依頼を求めていく事が必要である。 

 

◎佐用町地域生活支援拠点等事業 

 実施事業 

１、佐用町障害者地域自立支援協議会及び、佐用町障害者施設等連絡会にて、実績報告と事業計画の周

知（7 月） 

２、新規登録者（2 件）からの相談、登録、面談。サービス利用の準備、調整。 

３、登録者との定期面談。親亡き後の受入れ先、緊急時の受入れの相談。 

４、佐用町の地域生活支援拠点事業の紹介として、雑誌(新ノーマライゼーション)に記事を掲載。 

（登録者 23 名、R6.3.31 現在） 

  

◎相談者実人数(R5.4～R6.3) ◎障害別相談件数（R5.4～R6.3）

※令和4年度　291人

※会議・・・個別支援会議、ｹｱ会議、ｻｰﾋﾞｽ担当者会議、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ会議等

※令和4年度　3,090件

者 児 計

身体 73 0 73

87 13 100

精神 26 1 27

同行

その他 0 67 67

計 186 81 267

知的

身体 2 0 31 29

訪問
来所相
談

電話相
談

電子ﾒｰ
ﾙ・FAX

992

会議※
関係機関
との連絡
調整

圏域
活動

その他 計

4
5 181 501 0 243

精神 0 1 42 0

知的 0 2 15 0

366

269 414 0 244 948

7

3 86 151 0 83

その他 0 0 0 0
児童 0 0 23 1

1 3
309 279 0 257 876

30 19

0 0 2 0

845 1,347 0 828 3,185

◎障害別相談内容（R2.4～R3.3）

計 2 3 111

福祉ｻｰﾋﾞｽの
利用、苦情

障害や
病状の
理解

健康・
医療

不安の
解消・
情緒の
安定

保育・
教育

家族関
係・人
間関係

家計・
経済

生活技
術

就労
社会参
加・余
暇活動

身体 224 0 17 25 0 0 0 0 1 0
知的 88 0 1 2 0 0 0 0 9 0
精神 27 0 6 31 0 0 4 0 1 0
児童 119 0 0 0 4 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 458 0 24 58 4 0 4 0 11 0

権利擁
護

利用計
画・ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

その他 計

0 178 547 992

3 3

0 268 581 949
0 84 212 365

0 831 1,795 3,185

0 301 452 876
0 0
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5．地域活動支援センター あさぎり 

 

 佐用町在住利用者 15名が利用されました。 作業所では、業者よりの下請け作業 「山陽ダイヤパー

サービスのタオルたたみ」を中心に 「三井紙工そうめん箱おり」「ペット用品の袋入れ、 封緘作業」 

新たに、「産栄サービスのマキタハンディ掃除機の紙パック封入」などの作業が途切れないように確保

調整に努めました。その他の作業として「佐用高校季刊誌の封入と発送」などの作業も行いました。 

  

作業以外の行事等は花見や七夕まつり(バーベキュー)、クリスマス会、毎週金曜日の食事の提供な

ど出席意欲が持てるように取り組みました。 

 

利用者においては 1名の方がご家庭の都合で 4月末に退所、1名の方が 4月より来れなくなり、ご本

人は辞めたつもりの状態となっており、朝、夕の時間外で時々様子を見に来たり、お話には来られて

ます。7月に新たに 1名の方が佐用町健康福祉課の紹介で入所されました。 

その他利用者の状態として、認知症の症状、脊椎間狭窄症による入院もあり、生活様式も独居の方

が半数を占める事、支えるご家族のご逝去などの変化もありました。 

令和 5年度も佐用町との事例研修などの研修に参加を行い佐用町との情報共有を行い、様々な状態

の利用者の日中活動の場として、町の各種サービスにつなげる場として活動を行いました。 

あさぎりが NPOの頃より働いておられた職員 2名が令和 5年度末に定年退職されました。 

 

行事 

4/3  お花見 大イチョウ公園にて 

7/7  七夕・バーベキュー あさぎり作業所にて      8/19 スターダスト出店 

9/4  兵庫セルプ草刈り                 9/8  集草作業 秋の散策 

11/15 いちょう園祭り参加・出店            11/17 大イチョウ公園散策 

12/15 クリスマス会 あさぎり作業所にて         2/9  餅つき 

3/29 送別会（花尾・中井退職に伴い） 

 

 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 166 143 167 161 168 168 167 161 190 150 162 173 1976

定員 300 280 308 300 315 300 315 300 315 270 285 300 3588

利用率 55.33% 51.07% 54.22% 53.67% 53.33% 56.00% 53.02% 53.67% 60.32% 55.56% 56.84% 57.67% 55.07%

令和5年度　地域活動支援センターⅢ型　利用率

令和4年度利用率　55.8％定員　＝　1日の定員　×　日数
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相談の分類 件数 割合

ケアの内容に関わる事項 13 25.0%
個人の嗜好・選択に関わる事項 6 11.5%
財産管理・遺産・遺言等 0 0.0%

制度・施策・法律に関わる事項 0 0.0%

その他 33 63.5%

計 52

申出人の要望 件数 割合

話を聞いて欲しい 12 23.5%
教えて欲しい 2 3.9%
回答が欲しい 9 17.6%
調査して欲しい 1 2.0%
改めて欲しい 23 45.1%
その他 4 7.8%

計 51

想定原因 件数 割合

権利侵害 1 2.1%
職員の態度（保護者から） 4 8.3%
職員の態度（利用者から） 9 18.8%
サービス内容 7 14.6%
説明・情報不足 8 16.7%
要望（他の利用者へ対する不満等） 19 39.6%

計 48

ケアの内容に

関わる事項
25%

個人の嗜好・

選択に関わる

事項
12%

その他
63%

相談の分類

改めて欲しい
45%

話を聞いて欲しい
23%

回答が欲しい
18%

教えて欲しい
4%

調査して欲しい
2%

その他
8% 申出人の要望

要望（他の利

用者へ対する

不満等）
40%

職員の態度

（利用者から）
19%

説明・情報不

足
17%

サービス内容
14%

職員の態度

（保護者から）
8%

権利侵害
2% 想定起因

6．その他 

 

⚫ 虐待事案報告（1件） 

令和 5年 9月 23日、いちょう園・のぞみ寮にて、職員による利用者への虐待行為（心理的虐待）が

あった。職員の通報により発覚し、後日、虐待行為を止めた職員、同フロアに居た職員、利用者本

人、加害職員に聴き取りを行い、佐用町・姫路市（被虐待者の援護地）へ通報した。 

後日、姫路市、県の調査があり、虐待行為と認定される。再発防止改善計画を立てて、当事者へ謝

罪、虐待防止委員会の開催、法人職員への研修、保護者会での説明を行った。 

 

 

 

 

⚫ 意見・要望・苦情解決報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※案件により、「申出人の要望」や「想定起因」が複数になる場合があります。 
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ぎんなん

22%

のぞみ

78%

ヒヤリはっと 部署別割合

転倒・転落

50%

薬関係

22%

誤嚥（窒息）

5%

自傷

6%

暴力

6%

その他

11%

ヒヤリはっと 種別割合

ぎんなん

56%

のぞみ

36%

通所

8%

事故報告 部署別割合

転倒・転落

31%

薬関係

31%

誤嚥（窒息）

8%

暴力

5%

無届外出

5%

自傷

3%

その他

17%

事故報告 種別割合

ぎんなん 4 ①転倒・転落 9

のぞみ 14 ②入浴 0

通所 0 ③誤嚥（窒息） 1

合計 18 ④薬関係 4

⑤自傷 1

⑥暴力 1

⑦無届外出 0

⑧送迎 0

⑨その他 2

合計 18

【部署別件数】 【種別件数】

ぎんなん 20 ①転倒・転落 11

のぞみ 13 ②入浴 0

通所 3 ③誤嚥（窒息） 3

合計 36 ④薬関係 11

⑤自傷 1

⑥暴力 2

⑦無届外出 2

⑧送迎 0

⑨その他 6

合計 36

【部署別件数】 【種別件数】

⚫ リスクマネジメント報告 

【ヒヤリはっと報告】計 18件 

  

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

※グループホームたんぽぽ、ふれっしゅは、 

通所に含む。 

 ※令和 4年度…60件 

 

 

 

 

 

 

 

【事故報告】計 36件 

  

                           

 

  

 

 

 

 

 

 

※グループホームたんぽぽ、ふれっしゅは、 

通所に含む。 

 ※令和 4年度…27件 
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⚫ 警備防災報告 

・避難訓練報告 

 

 

 

  

実施日 時間 想定 参加者 備考

5月24日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災

地元自治会、消防署、警
察署、消防団、利用者、

職員
総合避難訓練

8月24日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員

9月22日 午前 昼間・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 AED心肺蘇生法講習

10月24日 午前 なし 消防署、職員 搬送、応急法講習

12月21日 午後 なし 職員 火災報知器取り扱い研修

1月22日 午後 深夜・ぎんなん寮・火災 職員 職員非常時連絡網による連絡訓練

3月22日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員

令和5年度　　防災訓練実績記録
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Ⅴ．人事育成報告 

  

 計画に沿って各種研修、採用、人事考課制度を実施した。 

 感染症防止、働き方改革への順応の為、一部不開催となった。 

 

1．外部研修報告 

 

※オンライン開催。いちょう園内にて受講。 
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2．内部研修 

 

 

3．職員報告 

    ○採用 ・R5.4.1  看護師 1名 

・R5.4.17 看護師 1名 

・R5.7.1  支援員 1名 

・R5.8.1  支援員 1名 

・R5.9.15  看護師 1名 

・R6.2.1  支援員 1名 

○退職 ・R5.10.13 看護師 1名 

・R5.10.31 支援員 1名 

・R6.3.31 支援員 4名 

      ・R6.3.31 事務員 1名 

 

 

 

4．人事考課制度 

（現行） 

   ・被考課者研修（年 1回予定）… 4月に実施 

   ・考課者研修（年 1回予定）… 4月、9月に実施 

   ・被考課者への評価及び、面接指導（前期・後期実施） 

… 前期（4～9月）、後期（10～3月）の 2回に分け実施。 

 ・新人事評価制度作成プロジェクト 

 

 ・新人事評価制度トライやる（9～11月）  

人事評価制度作成プロジェクト 原田社会保険労務士 役職者

原田社会保険労務士

8

開催回数 参加対象テーマ 講師等

佐用福祉会

佐用福祉会

メンタルヘルスセミナー

虐待防止研修

1

2 全職員

副主任以上の役職者
1 新人研修 原田社会保険労務士
1 ハラスメント防止セミナー

新入職員

1 傾聴力強化セミナー 原田社会保険労務士 正規一般職員
1 シニア研修 原田社会保険労務士 55歳以上職員

役職者
1 個別支援計画 佐用福祉会 役職者

1 人事評価制度振り返り研修 原田社会保険労務士 役職者

実施内容 参加者
第9-2回 4月 11日（午後） 「人事評価制度」の設計② 園長、事務長、課長

第10-1回 4月 25日（全日） 評価者訓練① 園長、事務長、課長、係長、主任
第11-1回 5月 9日（午後） 「賃金制度」の設計① 園長、事務長、課長
第11-2回 5月 23日（午前） 「賃金制度」の設計② 園長、事務長、課長
第10-2回 5月 23日（午後） 評価者訓練② 園長、事務長、課長、係長、主任
第12-1回 6月 13日（午後） 人事評価制度作成プロジェクトのまとめ① 園長、事務長、課長、係長、主任
第12-2回 6月 27日（全日） 人事評価制度作成プロジェクトのまとめ② 園長、事務長、課長、係長、主任

日時
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Ⅵ．設備修繕報告 

 

 1.固定資産等購入報告 

購入備品 業者 金額 備考 

給湯ボイラー機器 熱技研通商 ¥    2,860,000  のぞみ寮ボイラー室 

消毒保管庫 ホシザキ ¥     627,000  ぎんなん寮厨房 

AED 機器 ヤガミ ¥     284,900  ぎんなん寮玄関設置 

灯油タンク 熱技研通商 ¥     319,000  のぞみ寮 

ガス給湯器 佐用プロパンガス ¥     151,800  ぎんなん寮厨房 

Wi-Fi 機器 リコージャパン ¥    1,100,000  ふれあい会館 

 

 

 

 2. 建物・設備修繕報告 

建物・設備 施工業者 金額 備考 

シャワートイレ設置工事 阿山建設  ¥     154,000  あさぎり作業所 

厨房コンロ修理 佐用プロパンガス  ¥     118,250  ぎんなん寮厨房 

乾燥機修理 兵庫リハビリ  ¥     177,903  のぞみ寮洗濯棟 

排水溝修理 阿山建設 ¥      80,300  ぎんなん寮厨房 

循環器ポンプ修理 サイエンス  ¥     175,230  のぞみ寮ボイラー室 
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※入退所情報 

【入所】6 名 

・佐用町 10 代男性（通所部・生活介護） 

・佐用町 10 代女性（通所部・生活介護） 

・上郡町 10 代女性（通所部・生活介護） 

・佐用町 50 代女性（通所部・生活介護） 

・赤穂市 40 代男性（入所部・生活介護） 

・赤穂市 20 代男性（入所部・生活介護） 

 

【退所】1 名 

・太子町 60 代男性（入所部・生活介護） 

 

【所属変更】 

・佐用町 50 代男性 

（通所部・生活介護→入所部・生活介護） 

 

佐用

町

上郡

町

たつ

の市

美作

市

佐用

町

上郡

町

姫路

市

宍粟

市

赤穂

市

たつ

の市

加古

川市

香美

町

三木

市

神戸

市

西宮

市

丹波

市

淡路

市

津山

市

尼崎

市

明石

市

男 11 5 2 1 9 3 2 4 2 1 1 1 1

女 11 2 1 11 2 3 1 1 1 1 1 1 1

0

2

4

6

8

10

12
出身地別利用者数（人）

男

女

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

男 2 4 1 2 6 3 1 3 2 3 8 1 5 2

女 2 4 1 2 1 3 1 1 4 5 6 7

0

2

4

6

8

10

年齢別利用者数（人）

男 女

区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 区分4 区分5 区分6

男 1 7 4 4 3 3 7 14

女 5 4 3 2 10 6 7

0

2

4

6

8

10

12

14

16

障害支援区分別利用者数（人）

男 女

平均年齢 52.1歳 （男性 50.6歳 女性 53.9歳 ）

入所部 58.6歳 （男性 56.0歳 女性 61.3歳 ) 

通所部 42.9歳 （男性 43.7歳 女性 41.9歳 ）

施設全体

通所 入所

通所 入所

入所通所

47名

33名

80名

通所

合計

いちょう園利用者数

入所

最高齢： 88歳

最年少： 18歳

Ⅶ．資料   

 1.いちょう園 利用者実態（令和 6年 4月 1日現在） 
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2.あさぎり 利用者実態（R5.3.31現在） 

 

あさぎり利用者人数…15名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30代 40代 50代 60代

女 1 1 1 3

男 3 2 4

0

2

4

6

8

年齢別利用者数（人）

平均年齢 施設全体 55.3歳 （男性 56.8歳 女性 53.0歳 ）

精神 身体 知的

女 4 1 1

男 5 3 3

0

5

10

障害別利用者数（人）
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3.沿革史 

 

 【設立の経緯】 

① 佐用町手をつなぐ親の会会員からの、「子供達が安心して毎日を過ごす場所が欲しい」「この子

を世の光に」「なんとか働く場所が欲しい」との切実な思いを、佐用町、町議会にお願いし、『社

会福祉法人佐用福祉会』及び『いちょう園（通所）』を設立。 

② 「親亡き後、この子達の生活する場所が欲しい」「居住できる施設が必要」との声を受け、『ぎん

なん寮（入所）』を設立。 

③ 入所期間が長期化し、重度・高齢化する人が増え、「重度、高齢の人達が安心して暮らせる施設

を」という保護者の願いにより、『のぞみ寮（重度棟）』を増設。 

④ 「施設から地域へ」という社会からのニーズを受け、『ふれあい会館（自立訓練棟、保護者会館

を兼ねる）』『グループホームたんぽぽ』『ケアホームたんぽぽ』を設立。 

⑤ 佐用町からの委託、特定相談支援事業者、障害児相談支援事業者の指定を受け、『相談支援事業

所すまいる』を開設。 

⑥ 佐用町からの委託を受け、地域生活支援拠点事業開始。 

⑦ 旧NPO法人あさぎりを法人傘下へ。『地域活動支援センターあさぎり』として設立。 

⑧ 働く場所、訓練する場のニーズ増加に伴い、就労継続支援B型事業を開始。 

⑨ 防災の拠点、地域の交流の場として、「佐用城跡防災公園」を敷地内に竣工。 

⑩ グループホームたんぽぽ中町を開設（旧グループホームたんぽぽを、たんぽぽ栄町とする）。 

⑪ 地域のニーズ、法体制の変異に沿って形を変えつつ、現在の佐用福祉会に至る。 

 

【沿革史年表】

 

  

昭和57年 4月 通所更生施設　いちょう園開設 定員20名
昭和61年 4月 入所更生施設　ぎんなん寮開設 定員30名
平成 5年 1月 いちょう園　定員変更 定員22名

平成 7年 6月 ぎんなん寮重度棟（のぞみ寮）増設 定員20名

平成16年 4月 自立訓練棟・保護者会館併設 定員5名
平成18年 5月 グループホーム　たんぽぽ開設 定員4名
平成18年 10月 たんぽぽ　ケアホームを兼ねる 定員4名

平成24年 3月 佐用町より相談支援事業委託を受ける

平成26年 10月 大規模修繕工事開始
平成27年  3月 大規模修繕工事完了
平成29年 7月 佐用町の委託を受け、地域生活支援拠点事業開始
平成30年 4月 地域活動支援センターあさぎり開設 地域活動支援センターⅢ型指定
令和2年 4月 就労継続支援B型事業開始 いちょう園内にて。定員10名。
令和2年 11月 「佐用城跡防災公園」竣工式
令和3年 4月 グループホーム　たんぽぽ中町　開設 定員4名

（旧たんぽぽを　たんぽぽ栄町　に改名）

平成 9年

いちょう園廃止　ぎんなん寮へ統一 入所定員30名
通所定員22名

入所定員50名（重度20名）
通所定員22名

4月

4月 いちょう園に名称変更

通所部、ぎんなん寮、のぞみ寮

施設入所支援　定員50名
生活介護　　　　定員72名

自立支援法新体系移行平成21年

　　〃　年 相談支援事業所すまいる開設

4月

4月 特定相談支援事業者、障害児相談支
援事業者の指定
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4.敷地内図等 

 

 【いちょう園敷地内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふれあい会館

第1駐車場

のぞみ寮

倉庫

佐用城跡防災公園

洗濯場
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【いちょう園建物内図】 
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【2F】

階段

居
室
5
号

居
室
4
号

居
室
3
号

居
室
2
号

居
室
1
号 倉庫 便所

洗面
洗濯室

【1F】

研
修
室

作
業
指
導
室

娯
楽
・
談
話
室

調理実習室 階段

洗面・浴室

便所
便所

玄関

事務所
相談室

洗面台
調理室

トイレ

トイレ

トイレ
洗濯機

物置

物置

物置

休憩室作業室

【１Ｆ】
洗
面
所

便所 浴室

キッチン、食堂

居
室

（
和
室

）

洗
濯
室洗

濯
干
し
場

階
段 廊

下

リビング

玄関

【２Ｆ】 ベランダ

ベ
ラ
ン
ダ

居
室

（
洋
室

）

階
段 倉

庫
居室（和室）

洗濯干し場

居室（和室）

廊
下

階段 押入

居室

居室
居室

【1F】 【2F】

居室

便
所便所

洗面所
脱衣場

風呂
廊下

リビング ダイニングキッチン

物入

ホール

玄
関

階段

【ふれあい会館（自立訓練棟兼保護者会館）】                 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ栄町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2832-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ中町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 3043-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域活動支援センターあさぎり】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2892-8） 

 


